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宗
教
的
真
理
観
に

つ
い
て
の
研
究

―『教
行
信
証

』

「真
仏
土
巻
」

を
中

心
と
し

て

の
考

察
―中

山

彰

信

前
回

「宗
教
的
生
に
つ
い
て
の
研
究
」
と
い
う
こ
と
で
、
本
願
力
回

向
の
信
心
を
い
た
だ
い
た
衆
生

の
生
き
方
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
に
つ
い
て
、
『教
行
信
証
』
「証
巻
」
を
中
心
に
考
察
し
た
の
で
あ
る

が
、
今

回
は

「宗
教
的
真
理
観
」
と
い
う
こ
と
で
、
「真
仏
土
巻
」
に

焦
点
を
あ
て
、親
鸞
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
を
考
察
し
て
み
る
。

真
理
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
場
合

、
そ
の
理
論
的

・
実
践
的
な
る
こ

と
を
問
わ
ず
、
真
理
そ
れ
自
体
が
普
遍
性
を
持

つ
所
に
意
義
が
あ
る
。

し
か
し
、
宗
教
的
真
理
を
考
え
る
場
合
、

一
般
的
な
科
学
的
真
理
と
は

様
相
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
宗
教
と
は
、
主
体

的
な
個
人
の

"
い
の
ち
"
に
対
す
る
根
源
的
な
問
い
に
関
係
す
る
。
故

に
、

一
般
存
在
に
該
当
す
る
真
理
性
と
は
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
人

間

の
存
在
意
義

の
探
求
に
応
え
る
よ
う
な
真
理
こ
そ
、
宗
教
的
真
理
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

人
間
探
求

の
視
点
が
ど
れ
だ
け
深
く
自
己
自
身
の
存
在
性
を
見
抜

い

て
い
る
か
、
そ
し
て
、
徹
底
し
た
自
己
存
在

の
追
求
が
人
間
存
在
に
響

き
続
け
て
い
る
か
と
い
う
所
に
、
宗
教
的
真
理
の
根
源
が
あ
る
の
で
な

い
か
と
思
う
。
故
に
、
宗
教
的
真
理
と
は
自

己
の
生
活

・
生
命
そ
の
も

の
と
し
、
そ
の
中
に
生
き
る
こ
と
を
自
己
存
在
の
意
義
と
す
る
こ
と
の

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
何
も
の
に
も
替
え
ら
れ
な
い
自
己
自
身
の

意
義
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
人
間

が
そ
こ
に
お
い
て
自
己
の

存
在

の
全
て
を
納
得
し
、
生
き
る
こ
と
に
お

い
て
、
自
己

の
生
存
の
意

義
を
見
い
出
し
得
る
よ
う
な
面
が
真
理
で
あ

る
と
言
え
る
。
故
に
、
宗

教
的
真
理
に
お
い
て
は
、
主
体
的
事
実
に
お

い
て
明
ら
か
な
る
所
に
普

遍
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

)(
「真
仏
土
巻
」

の
は
じ
め
に

「謹
按
二眞
佛
土
}者
、
佛
者
則
是
不
可

思
議
光
如
來
、
土
者
亦
是
元
量
光
朗
土
也
。

然
則
酬
二報
大
悲
誓
願
一故

日
二眞
報
佛
土
一師
而
有
レ
願
、
光
瑚
壽
命
之
願
是
也
。」
と
示
し
、
真
仏

は

「不
可
思
議
光
如
来
」
、
真
土
は

「無
量
光
明
土
」
そ
の
仏
身
土
が

「大
悲
の
誓
願

に
酬
報
す
る
が
故
に
真

の
報
仏
土
と
日
ふ
」
の
で
あ
る

と
示
し
て
、
第
十
二
願
光
明
無
量

・
第
十
三
願
寿
命
無
量
の
二
願
の
名
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を
あ
げ

て
い
る
。
証
果
を
成
立
さ
せ
る
根
源
と
し
て
の
真
仏

・
真
土
を

示
そ
う
と
さ
れ
る
。
又
、
第
十
二
願

『成
就
文
』
の
最
初

に
、

「元
量

寿
仏
威
神
光
明
、
最
尊
第

一
」
と
無
量
寿
仏

の
光
明
は
諸
仏

の
光
明

の

中
で
最

も
偉
大
で
甚
深
な
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
後

の
引
文
に
、
阿
弥

陀
仏

の
光
明
の
徳
を
述
べ
る
に
、
無
量
光
仏
等

の
十
二
光

(
の
徳
)
が

示
さ
れ
る
。
そ
の
光
明
は

「共
有
二衆
生
一、
遇
二斯
光
一者
、
三
垢
消
滅
、

身
意
柔
軟
、
歓
喜
踊
躍
、
善
心
生
焉
。
若
在
二三
塗
慰
苦
之
塵
一、
見
二

此
光
朋

}、
皆
得
二休
息

一、
無
二復
苦
悩

「。
壽
終
之
後
、
皆
蒙
二解
脱
「。
」

と
述
べ
、
又

「炎
二照
諸
元
数
天
下
幽
冥
之
庭

一、
…
…
中
略
…
…
死
後

莫
下
不
レ
得
三解
二
脱
憂
苦

一者
上
也
。
」
と
、
光
明
が

「三
塗
勤
苦

の
処
」

「幽
冥

の
処
」
等
に
ま
で
は
た
ら
く
こ
と
を
示
す
。
故
に
、
光
明

の
中

の
極
尊

で
あ
り
、
最
明
無
極

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
如
来

の
光
明

の
は

た
ら
き
は
、

一
切
の
苦
悩
の
衆
生
に
歓
喜

・
解
脱
等
を
与
え
積
極
的
に

活
動
す
る
光
明

の
本
質
と
す
る
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。
こ
「の
光
明
は
、

苦
悩
す
る
も
の
が
そ
の
光
明
の
中
に
包
み
込
ま
れ
真
の
智
恵
に
目
覚
め

る
こ
と
を
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
一
念
多
念
文

意
』
に
、
「
こ
の
如
来

は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
恵
な
り
、
智
恵
は
ひ

か
り
の
か
た
ち
な
り
、
智
恵
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
仏
と

申
す
な
り
。
こ
の
如
来
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま

へ
る
か
ゆ

え
に
無

辺
光
仏
と
申
す
、
し
か
れ
ば
、
世
親
菩
薩
は
尽
十
方
無
碍
光
如

来
と
な
づ
け
た
て
ま

つ
り
た
ま

へ
り
。
」
又
、
『唯
信
鈔
文
意
』
に
、
「無

碍
光
仏

の
御
か
た
ち
は
智
恵

の
ひ
か
り
に
て
ま
し
ま
す
ゆ
え
に
、
こ
の

如
来

の
智
願
海
に
す
す
め
い
れ
た
ま
ふ
な
り
。

一
切
誥
仏

の
智
恵
を
あ

つ
め
て
た
ま

へ
る
御
か
た
ち
な
り
。
光
明
は
智

恵
な
り
と
し
る
べ
し
な

り
。
」
又
、
「微
塵
世
界
に
無
碍

の
智
恵
光
を
は
な
た
し
め
た
ま
ふ
ゆ

へ

に
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
申
す
ひ
か
り
の
御
か
た
ち
に
て
、
い
う
も
ま
し

ま
さ
ず
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
す
な
わ
ち
無
明
の
闇
を
は
ら
ひ
、

悪
業
に
さ
へ
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
え
に
無
碍
光
と
申
す
な
り
。
無
碍
は
有

情

の
悪
業
煩
悩
に
さ

へ
ら
れ
ず
な
り
。
し
か
れ
ぼ
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な

り
。
光
明
は
智
恵
の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。
」
と
述
べ
、
如
来
は

光
明
で
あ
り
、
智
恵
で
あ
る
こ
と
を
親
鸞
は
し
ぼ
し
ば
語
っ
て
い
る
。

故
に
如
来
の
光
明
は
無
明
を
破
す
る
智
恵

の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
苦
悩

の
闇
も
破
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
お

い
て
信
心
の
智
恵
を
得
し

め
る
は
た
ら
き
を
示
す
。

次
に
、
『涅
槃
経
』
を
長
く
引
文
さ
れ
る
。

ま
ず
、
光
明
に
つ
い
て

親
鸞
は
、

「光
朗
者
名
二不
瀟
劣

一、
不
癩
劣
者
名
日
二
如
來
一。
又
光
朗

者
名
爲
二智
慧

「。
」
と
、
真
仏
土
の
光
明
と
は
、
漠
然
た
る
光
明
で
は

な
く

「不
瀟
劣
」
お
と
ろ
え
る
こ
と
の
な
い
光
明
で
あ
り
、
そ
れ
が
如

来
で
あ
り
、F
又
智
恵
で
あ
る
と
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
、
解
脱
に
つ

い
て

「解
脱
者
名
日
二虚
元
一。
虚
元
部
是
解

睨
、
解
脱
部
是
如
來
、
如

來
印
是
虚
元
、
非
作
所
作

。
」
と
、
解
脱
を

め
ぐ
っ
て
絶
対
無
の
世
界

を
明
し
、
真

の
絶
対
無
の
世
界
が
解
脱
で
あ
り
、
如
来

で
あ
る
と
示
し
、

そ
れ
は

「非
作
の
所
作
な
り
」
と
人
間

の
分
別

を
離
れ
、
あ
る
が
ま
ま

に
お
の
ず
と
な
さ
れ
る
は
た
ら
き
で
、
如
来

の
は
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
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を
明
さ
れ
る
。
又
、
如
来

に
つ
い
て

「如
來
者
師
是
涅
槃
、
涅
槃
者
即

是
元
蓋
、
元
蓋
者
部
是
佛
性
、
佛
性
者
即
是
決
定
、
決
定
者
部
是
阿
褥

多
羅
三
貌
三
菩
提
。
」
と
、
涅
槃

・
無
尽

・
仏
性

・
決
定

・
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
と
絶
対
究
極

の
安
定
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
仏
性

に
つ
い
て

「佛
性
元
爲
、
是
故
爲
レ常
。
虚

空
者
帥
是
佛
性
、
佛
性
者
印
是
如
來
、
如
來
者
即
是
元
爲
、
元
爲
者
即

是
常
、
常
者
部
是
法
、
法
者
師
是
曾
、
曾
即
元
爲
、
元
爲
者
即
是
常
。

:
:
:
中
略
…
…
從
二
般
若
波
羅
蜜
一出
二大
涅
槃

一。
猫
如
二醍
醐

】。
言
二

醍
醐

一者
喩
二於
佛
性

一、
佛
性
者
即
是
如
來
。
善
男
子
、
如
レ
是
義
故
、

説
言
二
如
來
所
有
功
徳
、
元
量
邊
不
可
稻
計
一。」
と
、
第

一
に
仏
性

の

無
為
常
住
な
る
こ
と
を
示
し
、
次
に
大
涅
槃

の
真
理
が
顕
示
さ
れ
た
最

高
の
醍
醐
で
、
そ
れ
が
仏
性

・
如
来
で
あ
る
。
そ
の
仏
性
が
現
実
に
具

体
化
し

て
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
こ
そ
如
来
で
あ
る
。
故
に
、
如
来

の

持
っ
て
お
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
功
徳
は
、
は
か
る
こ
と
が
で
き
な

い
ほ
ど

多
く
、
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
思
い
は
か
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
明
か
す
。

そ
の
後
に
、
大
涅
槃

の
徳
に
つ
い
て
、
第

一
に
涅
槃
に
至
る
実
践

の

は
た
ら
き
を
示
し
、
次
に
、
大
涅
槃
の
徳

「大
楽
」
に
つ
い
て
、
涅
槃

の
本
性
と
も
い
え
る
世
間
的

・
相
対
的
な
苦
楽
を
超
え
、
又
絶
対
の
寂

静
を
持

つ
。
そ
し
て
、
真
実

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
安
ら
ぎ
を
も
ち
、

金
剛
不
壊
無
漏
の
体

・
煩
悩
の
身
で
も
な
い
無
常

の
身
を
も

つ
も
の
で

あ
る
と
示
す
。
又
、
大
涅
槃
の
性
格

「大
浄
」
は
、
不
浄
な
世
界
を
長

く
断
ち
き
り
、
煩
悩
の
稼
れ
が
な
く
、
身
は
常
住
で
煩
悩
を
離
脱
し
た

無
漏
故
に
、
純
浄
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
す
。
そ
こ
で
、
大
涅
槃

の

境
地
の
如
来
を

「諸
仏
如
来
煩
悩
不
レ起
、
是
名
二涅
槃

一。
所
有
智
恵
、

於
レ法
元
碍
、
是
為
二
如
来

一。
」
「如
来
身
心
智
恵
、
遍
二満
元
量
元
辺
阿

僧
祇
土
一、
元
レ所
二
郵
碍

一、
是
名
二
虚
空

一。
如
来
常
住
元
レ有
二変
易

一、

名
日
二実
相
一。」
と
、
如
来
は
煩
悩
お
こ
ら
ず
、
そ
の
智
恵
は
碍
げ
ら

れ
ず
、
こ
の
よ
う
に
無
碍

の
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
を
如
来
と
い
う
。

そ
の
身
心
は
智
恵
そ
の
も
の
で
あ
り
、
数
限
り
な
く
遍
満
し
、
碍
げ
ら

れ
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
、
如
来
は
虚
無

の
光
明
で
あ
り
、
如
来
は
常

住
で
変
易
し
な
い
か
ら
、
実
相
と
い
わ
れ
る

こ
と
は
、
如
来
す
な
わ
ち

涅
槃
は
、
常

・
楽

・
浄
で
あ
っ
て
有
為

の
法

で
は
な
い
こ
と
を
示
す
。

実
相
と
は
真
如
実
相
の
理
そ
の
も
の
の
身
と

い
う
こ
と
で
法
性
法
身
を

示
し
て
い
る
。
故
に
、
真
仏
真
土
が
衆
生

の
観
念
を
超
え
た
、
さ
と
り

の
境
地
と
し
て
真
理

・
滅
度
の
境
界
を
明
か
さ
れ
て
い
る
。
『涅
槃
経
』

の
引
文
は
、
如
来

・
光
明

・
仏
性

の
真
理
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
ふ
親
鸞

は

『涅
槃
経
』

の
引
文
の
あ
と
、
『浄
土
論
』
を
引

文
し
、

「世
尊
我

一
仏

帰
命
尽
十
法

元
碍
光
如
来

願
レ
生
二
安
楽

園

一観
二彼
世
界
相
一

勝
二
過
三
界
道

一

究
寛
如
二虚
空

一

広
大
元
二
辺

際

一」
と

述
べ
、
尽
十
法
無
碍
光
如
来
の
真
仏
と
し
て
の
徳
を
あ
ら
わ

さ
れ
、
真
仏
土
が
三
界
の
道

に
勝
過
し
、
究
寛
し
て
虚
空

の
如
く
、
広

大
に
し
て
辺
際
な
き
世
界
を
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

『涅
槃
経
』

に

一
貫
す
る
仏
性

の
真
理
性
を
明
し
て
い
る
と
考
え
る
。
故
に
、
光
明
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の
仏
土
を
示
す
活
動
的
大
悲
が
如
来

・
仏
性
で
あ
り
、
願
生
の
は
た
ら

き
を
な
す
の
で
あ
る
。

⇔

次
に
親
鸞
は
曇
鸞
の

『浄
土
論
註
』
の
清
浄
功
徳
の
文
を
引
か
れ
、

浄
土
が
迷

い
の
三
界
を
超
え
、
す
ぐ
れ
た
清
浄
な
世
界
で
あ
る
。
煩
悩

成
就

の
凡
夫
も
、
こ
の
浄
土
に
生
ま
れ
る
と
、
煩
悩
は
た
ち
き
え
て
涅

槃

の
さ
と
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

性
功
徳

の
文
を
引
か
れ
、
e
本

の
義

―口
積
習

の
義

日
聖
種
性

の
義

画
必
然

・
不
改
の
義
を
示
し
て
、
浄
土
の
本
質
を
示
さ
れ
る
。

「法
性

に
随
順
し
て
法
本
に
そ
む
か
ず
」
と
い
う
本
の
義
を
根
底
と
し
た
法
蔵

菩
薩
の
発
心
と
修
行
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
安
楽
浄
土
に
つ
い

て
、
「正
道
大
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
者
、
平
等
大
道
也
。
平
等
道
所
三

以
名
為
二
正
道
一者
、
平
等
是
誥
法
体
相
。
以
二
誥
法
平
等

一故
発
心
等
、

発
心
等
故
道
等
、
道
等
故
大
慈
悲
等
。
大
慈
悲
是
仏
道
正
因
故
、
言
二

正
道
大
慈
悲
一。
」
と

・「正
道
の
大
道
大
慈
悲
」
は
大
道
と
し
て
は
た
ら

く
大
悲
を
示
す
。
「安
楽
浄
土
」
は
こ
の
大
悲
よ
り
生
ず
る
が
故
に
、
こ

の
大
悲
を

「浄
土

の
善
根
」
で
あ
る
と
、
浄
土

の
本
質
に
お
い
て
衆
生

の
摂
化
活
動
を
し
て
い
る
大
悲
を
根
本
と
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

故
に
、
「浄
土
の
善
根
」
と
は
、
仏
道

の
正
因
な
る
大
慈
悲
で
、
浄
土

の
本
質
で
あ
る
こ
と
を
親
鸞
は
解
し
て
い
た
と
考
え
る
。
又
、
性
功
徳

に
示
さ
れ
た
大
悲

・
発
願

・
修
行

・
浄
土
建
立

の
全
体
が
、
如
来
無
縁

の
大
悲
と
活
動
で
あ
る
。
「性
」
と
は
根
本
と

い
う
意
味
を
持

つ
。
そ

の
根
本
と
い
う
の
は
浄
土
で
あ
り
、
そ
の
浄
土

は
真
如
法
性
の
理
に
か

な
い
、
そ
の
理
に
随

っ
て
成
就
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
浄
土

・

如
来

の
無
縁
の
大
悲
は
、
法
の
根
本
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
活
動
が

仏
性
で
あ
る
。
「真
仏
土
巻
」
の
浄
土

の
性
功

徳
は
、
仏
性

の
功
徳
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
真
理
の
根
源
の
仏
性
が
大
慈
悲
で
あ
る
こ
と
を

明
し
、
浄
土
の
真
理
観
を
示
さ
れ
る
。

又
、
『浄
土
論
註
』
最
後

の
引
文
に
不
虚
作

住
持
功
徳
が
引
か
れ
、

「願
以
っ
て
力
成
ず
、
力
以
っ
て
願
に
就
く
。
願
徒
然
な
ら
ず
、
力
虚

設
な
ら
ず
、
力
願
相
符
し
て
、
畢
意
し
て
差

は
ず
、
故
に
成
就
と
日

ふ
。」
と
、
因
な
る
願
と
、
果
な
る
力
と
の

「相
符
」

の
事
実
と
し
て
、

「力
願
相
符
」
を
示
し
、
法
蔵
菩
薩
の
願

・
行

が
成
就
し
、
浄
土
が
建

立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
浄
土
を
荘
厳
す

る
こ
と
に
連
な
っ
て
い
る
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は

「真
仏
土
巻
」

を
説
く
に
、
真
仏
土
は
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
報
土

で
あ
る
と
規
定
し
、
仏

は
不
可
思
議
光
如
来
、
土
は
無
量
光
明
土
と
示

し
、
両
者
は
共
に
光
明

と
し
て
身
土
不
二
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
光

明
土
こ
そ
、
真
如

・
解

脱

・
大
涅
槃
そ
の
も
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
如
来

は
如

(真
理
)
よ
り
来

生
し
た
も
の
と
し
て
、
真
如
の
は
た
ら
き
で
あ

る
。
こ
の
は
た
ら
き
は

衆
生
を
対
象
と
し
て
い
る
。
故
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
は
た
ら
き
は
衆
生

を
浄
土
願
生
せ
し
む
る
は
た
ら
き
で
衆
生
に
立
ち
む
か
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
遇
う
て
空

し
く
す
ぐ
る
も
の
は
な
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い
と
い
う
は
た
ら
き
が
は
た
ら
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
浄
土
建
立
の

意
味
を
示
さ
れ
る
。

次
に

『讃
阿
弥
陀
仏
偶
』
を
引
文
し
、
真
仏
土

の
意
味
を
十
二
光
に

よ
っ
て
し
め
し
、
阿
弥
陀
如
来
を
讃
嘆
す
る
。
こ
こ
で
、
最
初

の
無
量

光
に

つ
い
て

「智
恵

の
光
明
量
る
べ
か
ら
ず
」
と
光
明
を
智
恵
と
示
し
、

無
辺
光
、
無
対
光
に
つ
い
て
は

「光
触
と
蒙
る
も
の
有
無
を
離
る
」
「こ

の
光
に
遇
り
も
の
業
繋
除
こ
る
」
と
い
い
、
光
明
の
慈
悲
の
面
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
又
、
智
恵
光
に
つ
い
て
は

「仏
光
能
く
無
明
の
闇
を

破
す
」
と
示
さ
れ
、
無
明
の
闇
に
対
す
る
智
恵

の
光
明
と
い
う
こ
と
が

示
さ
れ
る
。
親
鸞

に
お
い
て
は
、
光
と
闇
の
関
係
が
最
も
顕
著
に
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
故
に
、
仏
身
に
つ
い
て
は
特

に
、
徳
の
光
明
と
し
て

の
真
理
性

・
絶
対
性
を
明
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

次
に
、
善
導
の

『観
経
疏
』

「玄
義
分
」
を
引
文
す
る
に
、

こ
れ
は

曇
鸞
の
願
力
成
就
と
関
連
し
て
の
本
願
力
の
内
容
を
説
明
し
て
、
善
導

は

「因
願
酬
報
」
を
述
べ
る
。
又
、
こ
こ
に
お
い
て

「是
報
非
化
」
を

論
ず
る

の
で
あ
る
。

「法
蔵
比
丘
在
世
王
饒
仏
所
―
行
二菩
薩
道

一時
、
発
二
四
十
八
願
一、
一

一
願
言
、
若
我
得
レ仏
、
十
方
衆
生
、
称
二我
名
号

一、
願
レ
生
我
国
一、
下

至
二
十
念

一、
若
不
レ生
者
、
不
レ取
二正
覚

一。
今
既
成
仏
、
即
是
酬
因
之

身
也
。」

と
、
法
蔵
菩
薩
が
世
饒
王
仏
の
も
と
で
願
を
立

て
阿
弥
陀
仏

と
な
ら
れ
た
。
そ
の
願
を
酬
因
し
た
身
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
願
行
の

因
に
報

わ
れ
た
仏
と
し
て
の
報
身
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
す
。

日
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
親
鸞
は
、
『唯
信
鈔
文
意
』
に
、
「極
楽
無

為
涅
槃
界
」
と

い
ふ
は
、
「極
楽
」
と
申
す
は
か
の
安
楽
浄
土
な
り
、
よ

う
つ
の
た
の
し
み

つ
ね
に
し
て
く
る
し
み
ま
じ

は
ら
ざ
る
な
り
…

(中

略
)
…
誓
願
の
業
因
に
報
ひ
た
ま

へ
る
ゆ
え
に
報
身
如
来
と
申
す
な
り
。

報
と
申
す
は
た
ね
に
む
く
ひ
た
る
な
り
。
こ
の
報
身
よ
り
応

・
化
等
の

無
量
無
数

の
身
を
あ
ら
は
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍

の
智
恵
光
を
放
た

し
め
た
ま
ふ
ゆ
え
に
尽
十
方
無
碍
光
仏
と
申
す

ひ
か
り
に
て
、
か
た
ち

も
ま
し
ま
さ
ず
、
い
う
も
ま
し
ま
さ
ず
。
無
明

の
闇
を
は
ら
ひ
、
悪
業

に
さ
へ
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
え
に
無
碍
光
と
申
す
な
り
、
無
碍
は
さ
は
り

な
し
と
申
す
。
し
か
れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
恵

の
か

た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。
」
と
、
極
楽
と
し
て

の
仏
土
を
述

べ
、
そ
れ

が
涅
槃
界
、
す
な
わ
ち
さ
と
り
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
涅
槃
が
仏
性
で
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
方
便
法
身
た
る
尽
十
方

無
碍
光
如
来
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
。
そ
の
如
来
は
智
恵

の
光
で
あ
っ

て
も
色
も
形
も
な
い
と
明
か
し
て
い
る
。
色
も
形
も
な
い
法
性
法
身

の

真
如
か
ら
形
を
あ
ら
わ
し
て
方
便
法
身
の
姿

を
示
し
、
衆
生
済
度

の
誓

願
を
成
就
し
て
報
身
と
な
り
、
さ
ら
に
多
く

の
応
化
身
を
あ
ら
わ
し
て

十
方
世
界

に
光
明
を
は
な
た
れ
る
が
無
碍
光
如
来

で
あ
る
か
ら
、
無
碍

光
如
来
は
智
恵
の
光
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

い
う

の
で
あ
る
。
故
に
、

真
仏
も
真
土
も
あ
ら
ゆ
る
観
念
を
超
え
て
い
る
光
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
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と
い
え
る
。
こ
れ
は
我
々
が
経
験
す
る
光
で
は
な
い
。
故

に
、

「超
日

月
光
」
と
も
い
わ
れ
、
光
明
が
真
如

・
実
相
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る

か
ら
、
衆
生
の
無
明
の
中

に
如
来
の
智
恵
光
が
と
ど
い
た
な
ら
ば
、

一

如

・
真
如

・
仏
性
が
明
ら
か
に
な
る
は
た
ら
き
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
浄
土

・
真
土
は
、
真
理
の
根
源
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
あ
る
。

故
に
、
親
鸞

は
御
自
釈
に

「如
来
真
説
、
宗
師
釈
義
明
知
、
顕
二安

養
浄
刹
真
報
土
一、
或
染
衆
生
、
於
レ此
不
レ能
レ見
レ性
、
所
レ覆
二
煩
悩
一

故
、
『経

』
言
四
「我
説
三十
往
菩
薩
少
分
見
二
仏
性
一。
」
故
知
到
二安
楽
仏

国
、
即
必
顕
二仏
性

。
由
二本
願
力
回
向
一故
。
『経
』
言
下
「衆
生
未
来

具
二足
荘
厳
清
浄
之
身
一、
而
得
上レ見
二仏
性
一。
」
と
、
真
土
の
意
味
を
結

す
ぼ
れ
―
真
実

の
報
土
で
あ
る
こ
と
を
顕
し
、
そ
の
真
土
に
い
た

っ
て

は
じ
め
て
仏
性
を
開
く
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
、
「夫
按
レ報
者
、
由
二如

来
願
海
一酬
二報
果
成
土

一、
故
日
レ報
也
。
然
就
二願
海

一、
有
レ真
有
レ
仮
。

是
以
復
就
二
仏
土
一有
レ真
有
レ
仮
。
由
二
選
択
本
願
之
正
因

一、
成
二就
真

仏
土

一。
…

(略
)」
と
、
浄
土
が
阿
弥
陀
如
来
の
因
位
に
、
法
蔵
菩
薩

の
願
が
成
就
し
て
、
そ
の
願
に
酬
報
し
、
そ
の
結
果
で
き
あ
が
っ
た
浄

土
で
あ
る
か
ら
、
報
土
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
弥
陀
の
願

の

中
に
も
、
真
実
の
願
と
権
仮
方
便

の
願
が
あ
り
、
浄
土
に
も
真
の
浄
土

と
仮

の
浄

土
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
真
土
が
大
慈
の
第
十
八
願
に

よ
っ
て
酬
報
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
化
土
も
ま
た
大
悲

の

第
十
九
願

・
第
二
十
願
に
酬
報
し
て
建
立
さ
れ
た
土
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
だ
か
ら
、
化
土
も
ま
た
報
仏
土
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
従

っ

て
真
仏
土
も
化
仏
土
も
共
に
報
仏
土
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
は
な
い
。

故
に
、
第
十
九
願

・
第
二
十
願

・
第
十
八
願

の
生
因
三
願
は
密
接
に
関

連
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
我
々
が
如
来

の
広
大
な
恩
徳
を
分
か
ら
ず

に
送

っ
て
し
ま
い
、
自
力
心
に
迷
う
身
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
如
来

の
深

き
慈
悲
を
示
す
も
の
で
、
真
仮
が
分
か
れ
ぼ
、
本
当
の
如
来
の
慈
悲
が

如
何
に
深
い
か
を
示
さ
れ
る
。
故
に
、
報
土
に
真
土
と
化
土
が
示
さ
れ

て
い
る
の
は
、
真
実

・
真
理
を
示
さ
ん
と
す
る
。

以
上
、
真
仏
土
巻
を
中
心
に
宗
教
的
真
理
と

い
う
こ
と
で
考
察
し
て

来
た
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は

『大
経
』
『涅
槃
経
』
『浄
土
論
』
『浄
土

論
註
』
等
を
引
文
さ
れ
、
不
可
思
議
光
如
来

・
無
量
光
明
土
を
相
対
的

な
感
覚
や
実
体
的
な
う
け
と
め
形
で
は
な
く
、
涅
槃
界
を
明
す
。
仏
身

仏
土
を
無
辺

・
無
相

・
無
量
と
解
釈
し
、
そ
の
仏
身
仏
土
は
分
か
つ
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
真
仏
土
が
衆
生
済
度

の
為

の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
光
明
に
よ
っ
て
明
さ
れ

る
。
そ
の
背
景
に
は
、

如
来

の
願
心
は
流
転
せ
る
衆
生
を
浄
土

へ
往
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
浄
土
往
生
の
本
質
を
明
か
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

真
理
、
仏
性
、
涅
槃

、
真
仏

土

(九
州
情
報
大
学
講
師
)
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